



























（1）  感情動詞の「誘因」「対象」と格標示（第 1 章） 
a.  物音ニ驚く／知らせニ喜ぶ（「誘因」） 
b.  再会ヲ喜ぶ／戦争ヲ憎む（「対象」） 
c.  歌手ニ憧れる（「対象」） 
（2）  感情動詞の特異なガ格（第 2 章） 
「私は，もう，船が飽き飽きしました」 
（3）  感情形容詞のヲ格（第 3 章） 
「十分間，時間を欲しいの」 
（4）  現代語のサニ構文と一語化構文（第 4 章） 
a.  祖父は，孫の喜ぶ顔が／を見たさに豪華なおもちゃを買った（サニ構文） 
b.  少年は，遊興費欲しさにひったくりを繰り返した（一語化構文） 
（5）  形容詞語幹型感動文（第 5 章） 
a.  「薄っ」「軽っ」「長っ」（属性形容詞によるもの） 










   
iii 
「対象」という対応およびニ格と「対象」というずれがあることを明らかにする。 
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とされてきた（寺村 1982，杉岡 1992，益岡・田窪 1992 など)。 
 
（1）  a.  物音ニ驚く／知らせニ喜ぶ 








（2）  a.  女は男から好かれ，男から惚れられるものよ。 
（山本周五郎「なんの花か薫る」） 
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4 両用型感情動詞について指摘し,感情動詞を 3 分類した先行研究に Bando（1996）がある。 





































                        
6 本章で用いたデータベースは，『朝日 DNA～聞蔵（きくぞう）～』，『産経新聞ニュース検索




























                        
サービス the Sankei Archives』，『日経テレコン 21』，『毎日 News パック』，『ヨミダス文書
館』である。 
7 一般的ではない格をとる場合の感情動詞に関しては，3.5 節で議論する。 






（5）  a.  斉藤さんの妻の恂子さん（六三）は「花が例年より遅くて気をも 
んだ。咲いてほっとしました」と，「春の使者」の姿に喜んでい
た。 
（『朝日』1996 年 1 月 24 日，朝刊） 
b.  雨の後は特に色が鮮やかで，12 日は訪れた人が紫や白，黄とい
った多彩な花を「さすがにきれい」と喜んでいた。 
（『朝日』（2002 年 6 月 13 日，朝刊） 
c.  名詞句    引用節    感情動詞 
            ⅱ          内実 




























（6）  この 7 月，高校 1 年の娘が突然，バッサリ髪を切って帰宅した。お
そらく 40 センチは短くなったであろう姿に「随分思い切ったなあ」
と驚いた。 




（『朝日』1999 年 9 月 3 日，朝刊） 
（8）  住専処理への公的資金導入や，消費税率アップといった決定に国民は
何度「信を問え」といらだっただろうか。 
（『朝日』1996 年 9 月 20 日，朝刊） 
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（『朝日』1988 年 11 月 29 日，夕刊） 
（10）  「日本開催なら」「急造チームでなければ」といった見方を，山中監
督は「言い訳になる」と嫌った。 






























（『朝日』1989 年 12 月 12 日，夕刊） 
（13） クマの被害にあった地元では「クマとの共存なんてとんでもない」
と保護論者の声に怒る。 







（『朝日』2001 年 12 月 22 日，朝刊） 
（15） 試合は 3－23 の大差で負けた。このとき監督の本多は，点差ではな
く，勝ちたいという気持ちが薄れていると，選手を怒った。 





















（『朝日』2006 年 7 月 12 日，朝刊） 
（17） それまで，取引先の接待は苦痛でたまらなかったが，ある人に紹介
された吟醸酒に「なんてうまいんだ」とほれた。 






























（『読売』1999 年 2 月 25 日，東京朝刊） 
（20） 木村健自治医科大学教授（消化器内科）は最近の消化性潰瘍の治療
の変貌ぶりを驚く。 
（『朝日』1998 年 4 月 13 日，週刊，アエラ） 
（21） 人は有名な場所をあこがれる一方で，なんとなく敬遠する気持ちも
あるものだ。 









（『朝日』1995 年 1 月 5 日，朝刊） 
（23） 「TVガイド」の小林武範編集長は，サップの人気ぶりを「過去に例
がない」と驚く。 





（『朝日』1999 年 7 月 2 日，朝刊） 

























（25） a.  「刺激－応答」グループ 
ニ格誘因型感情動詞 
      両用型感情動詞（ニ格をとるもの） 
b.  「主題－説明」グループ 
ニ格対象型感情動詞 
     両用型感情動詞（ヲ格をとるもの） 


























データの範囲は，1984 年 8 月から 2003 年 12 月までである11。 
 
表 1 「喜ぶ」と共起した名詞と格標示 
    名 



































ニ格 15 17 36 18 12 2 2 6 3 2 0 0 0 
ヲ格 5 8 20 12 15 12 27 144 79 45 38 22 5 
合計 20 25 56 30 27 14 29 150 82 47 38 22 5 
ニ格（％） 75 68 64 60 44 14 7 4 4 4 0 0 0 


















（26） a.  ニ格型：反響，贈り物，プレゼント 
b.  中間型：知らせ，判決 

































a.  ニ格 13／15（「思わぬタイプ」の修飾語は 13 例中 11 例） 
思わぬ 5，予想以上の 4，予想外の 2／大きな 2 
b.  ヲ格 2／5（「思わぬタイプ」の修飾語は 2 例中 0 例） 
大きな 2 
（30） 「プレゼント」に伴っていた修飾語 
a.  ニ格 34／36（「思わぬタイプ」の修飾語は 34 例中 24 例） 
思わぬ 15，思いがけない 8，突然の／一足早い 2，音楽や手紙の，
下駄の，手作りの，通産省からのいきな，日本からの，帆船航海
の，父の，没後 60 年の区切りの年の 








イプ」の修飾語が多い（「反響」：13 例中 11 例，「プレゼント」：34 例中 24
例）のに対し，ヲ格で標示された「反響」「プレゼント」に，それが少ない
（「反響」：2 例中 0 例，「プレゼント」：18 例中 3 例）ことを示す。このこと
は，ニ格で標示された名詞が「意外性」でもって捉えられているという 4.1
                        
12 「クリスマスプレゼント」のような「名詞＋名詞」の形をとる複合名詞は，修飾語をとらな
い名詞としている。 
   
15 
節の分析を裏付けている。 












構文」における関係についてまとめると，次の表 2 のようになる。 
 
表 2 格と意味役割と「引用構文」における関係 
型 例 格 意味役割 「引用構文」における関係 
ニ格誘因 物音ニ驚く ニ 誘因 刺激-応答 
ニ格対象 歌手ニ憧れる ニ 対象 主題-説明 
両用 知らせニ喜ぶ ニ 誘因 刺激-応答 
再会ヲ喜ぶ ヲ 対象 主題-説明 














   
16 
共起するものを抽出，という順序で得たものである13。データの範囲は































                        






14 データの内訳は，引用節とニ格をとるもの：「刺激－応答」関係 12 例，「主題－説明」関係 7
例，引用節とヲ格をとるもの：「刺激－応答」関係 35 例，「主題－説明」関係 162 例である。 
15 「文法的なヴォイスの対立」は，野田（1991a，1991b）において「増減型」，「交替型」，
「間接型」の 3 種類に区別されている。 


























（2）  a.  物音ニ オドロク／オビエル／ギョットスル 
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b.  ソノ結果ニ 失望スル／ガッカリスル 
c.  人ヲ 愛スル／憎ム 



















（3）  a. *物音が 驚く／おびえる／ぎょっとする 
b. *その結果が 失望する／がっかりする 
c. *人が 愛する／憎む 
d. *彼が うらやむ／うらむ／ねたむ 
 
                        




















（4）  a.  放射能が怖い，病気が心配，不況が困る，というのは，結局は， 
死ぬのが怖い，ということ。 
（http://www.szyy.net/?p=219） 


















g.  確かに 24時間ランナーの走る意味もいまいちわからないし，定刻





























                        
6 ヲ格をとる感情動詞が「対象」をガ格でとる用例は確認できなかった。ただし，ニ格とヲ格
の両方をとるとされる「悩む」「喜ぶ」が，「誘因」ないし「対象」をガ格でとる例はインター
ネット上で確認できないわけではない（「喜ぶ」の事例については 4 節で言及する）。 












（5）  a.  （「感情主」ガ） 「対象（原因）」ガ 困る 





















例はなく（32 例中 0 例），タ形で使われる文においては，8 例中 3 例で一人称の話し手が明示
されていたことを示している。 













（7）  a.  「感情主」ガ／ニ  「対象」ガ 感情形容詞 






















































































（12） a. ?運用利回りの下ブレが困る（運用利回りの下ブレに困る） 
b. ?採決のやり方があきれる（採決のやり方にあきれる） 
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（平成 19 年 9 月 21 日（金），『議案第 131 号』，姫路市） 
b.  経済制裁が，どれだけイラクにとって困るかというこ とも，私
たちが考えているほどではないだろう。空爆の翌朝，町の市場は
平常通り開かれていた，という。 



















（17） a.  君ノ帽子ハドレデス？ 
b.  幹事ハ私デス 






（18） a.  ドレガ君ノ帽子デス？ 
b.  私ガ幹事デス 






















































（1）  a.  「十分間，時間を欲しいの」，唐突に女が言った。 
（村上春樹『ねじまき鳥クロニクル』，『BCCWJ』所収） 
b.  亜紀がかすれた声できいた。「あたしを好きなんでしょう？」 
（五木寛之『ローマ午前零時』）（柴谷 1978：229） 
c.  大隈重信が葉隠を嫌いだったという説は有名だ。 
















ことによってヲ格をとるからである（田村 1971：31 などを参照）。 



















（2）  a.  感情形容詞…「感情主」と「対象」をとるもの 







（3）  a.  X（感情主）ガ／ニ Y（対象）ガ  感情形容詞 








情動詞の「誘因」「対象」のとる格については第 1 章で述べた。 
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（4）  a.  ①x は名詞である。（x がさすものを X と書こう。） 
②f は多くの場合に，いわゆる他動詞であり，時として形容詞ま














（5）  直接目的語助詞規則 












（6）  他動性高：「主観的な表現の語」⇔他動性低：「主観客観の総合的表 
現の語」 















と「主観客観の総合的表現の語」をそれぞれ A 類と B 類とした上で，感情
形容詞における「感情主」と「対象」の関係の違いを指摘し（A 類は「一方













                        
8 A 類として「ほしい」「恋しい」「好きだ」「きらいだ」，B 類として「面白い」「楽しい」「つら
い」「うれしい」「悲しい」「淋しい」「苦しい」「気の毒だ」が挙げられている。 
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（7）  a.  形容詞化型 
①形容詞化型第Ⅰ類（「しい」が付き，感情動詞から感情形容詞
が派生したと言えるもの）11 
                        






























































































（8）  a.  [水を――飲み]たい 
b.  [水を――○]たい 



















（9）  a.  感情動詞から感情形容詞が派生していること（出現条件Ⅰ） 
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（10） a.  きらいだ，こいしい，じれったい，すきだ，ほしい 











（11） a.  私は｛貴方／貴方の唇｝が｛きらいだ／こいしい／じれったい／ 
すきだ／ほしい｝ 
b. *私は｛貴方／貴方の唇｝がわびしい 
c.  私は｛秋風／一人暮らし／世の中｝がわびしい 
 

























（13） a.  きらいだ（きらう），こいしい（こう），すきだ（すく），ほしい 
（ほる） 
































（15） a.  ［［あなたをきらい］だ］／［［あなたをこい］しい］ 














（16） a.  感情動詞から感情形容詞が派生していること（出現条件Ⅰ） 
b.  感情動詞の連用形に接尾辞が下接していること（出現条件Ⅱ） 
c.  対応する感情動詞が「対象」の意味役割を持つ名詞句としてモノ
をとり得ること（出現条件Ⅲ） 
d.  対応する感情動詞がヲ格をとること（出現条件Ⅳ） 















「他動性（ Transitivity ）」と結び付けることができる。 Hopper & 
Thompson（1980）は他動性を決定する要因として十の項目（Participants, 
Kineses, Aspect, Punctuality, Volitionality, Affirmation, Mode, Agency, 













（17） a.  4 連勝後の連敗に，「うまくいっていたのに，四月に逆戻りや」 
となかなか乗り切れないチームにじれったそうだった。 
（『朝日』1998 年 6 月 25 日，朝刊） 

















































































（1）  a.  祖父は，孫の喜ぶ顔が／を見たさに豪華なおもちゃを買った 














                        
1 「～サニ」は「嫌だ」のような形容動詞によって構成される場合もあるが（例：「教育研究発
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（5 節），語形成における接尾辞「サ」の機能からサニ構文に出現環境がある










（2）  a.  男は，酒代が欲しさに強盗をはたらいた 














                        
3 青木（2003）は，「～サニ」に「句の包摂」が生じているものを「「～サニ」構文」と呼んで
いる。「句の包摂」とは，「［地に届き］そう」，「［中世のフランス］風」のように，「語の内部
に句が包み込まれる」という現象のことを指す（時枝 1950，影山 1993 などを参照）。なお，
本章のサニ構文は青木（2003）の「「～サニ」構文」と指し示すところは同じになるが，青木
（2003）のように「用言性の発揮」や「句への拡張」を想定しない。サニ構文における「句の
包摂」については 7 節で議論する。 












『産経新聞ニュース検索サービス the Sankei Archives』（以下『産経』），『毎
日 News パック』（以下『毎日』），『ヨミダス文書館』（以下『読売』）である。
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（3）  a.  一方，地方幹部の放漫ぶりや，地元企業かわいさに税金を減免す 
るといった風潮は汚職以上に深刻だ。 
（『産経』1993 年 3 月 18 日，東京朝刊） 
b.  過保護な親が自分の子かわいさに，教師を威圧するような空気が
あった。 
（『朝日』2007 年 4 月 2 日，夕刊） 
（4）  a.  静の持つ初音の鼓の革に，殺された両親の狐が張られている。親 
恋しさに人の形を借りたという設定だ。 
（『朝日』1992 年 1 月 7 日，週刊，アエラ） 
b.  『古事記』に，亡くなった妻恋しさに黄泉（よみ）の国へ追って
いくという話がありますね。 
（『毎日』1993 年 5 月 16 日，東京朝刊） 
  
「欲しい」が使われる場合は，（5）のような大多数（3574例中 3565例）





用言 かわいい 恋しい 欲しい -たい 
サニ構文 0 0 9 121 
一語化構文 105 104 3565 503 
合計 105 104 3574 624 
一語化率（％） 100 100 99.7 80.6 
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（5） a.  親猫の 1 匹はえさほしさに足元にすり寄ってきて，赤い首輪を巻 
けるまでになついている。 








（『読売』1997 年 3 月 5 日，大阪夕刊） 
（6）  a.  でも私はテストの直前だけ，単位やいい成績が欲しさにノートを 
とるので実力になってない。 
（『朝日』2004 年 1 月 21 日，朝刊，秋田 2） 
b.  また，ミミズが，玉虫色のセミの美しい帯を欲しさに，大事な自
分の目玉と交換してしまう民話「セミとミミズ」などを朗読した。 
（『朝日』2004 年 3 月 14 日，朝刊，神奈川 1） 
（7）  a.  「シナはロシアを疑惑する。それによってわが国の極東発展に大 
いなる障害をまねくであろう。眼前の一片の土地のほしさに百年
の国益をうしなってはならぬ」と，反対した。 
（『産経』1999 年 5 月 15 日，東京朝刊，司馬遼太郎「坂の上の雲」） 








果を表 2 として示す。表 2 より，5 種類にわたって格標示がされていること
が分かる。それぞれの用例を（8）に挙げる。 
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表 2 「-たい」によるサニ構文の格標示と用例数 
格標示 ガ格 ヲ格 ニ格 ト格 カラ格 合計 
用例数 7 97 14 2 1 121 
 
（8）  a.  ガ格：そんな彼の語りが聞きたさに，営業に差し障るのを気にし 
ながらも，自然に店に足が向いてゆく。 
（『朝日』2002 年 11 月 13 日，朝刊，香川 2） 
b.  ヲ格：マグワイアの怪力を見たさに前日より 8000 人多いファン
が詰めかけた。 
（『産経』1998 年 9 月 4 日，東京朝刊） 
c.  ニ格：愛する妻に会いたさに，シモンズは地獄の王へ魂を差し出
し，やみの兵士スポーンとして現世に舞い戻る。 
（『毎日』1998 年 9 月 11 日，大阪夕刊） 
d.  ト格：天文学科にいた彼女と話したさに，星や宇宙物理の本を読
みあさった。（『朝日』1989 年 4 月 4 日，週刊，アエラ） 
e.  カラ格：6 年後，借金の返済と外尾被告からの暴力から逃れたさ
に，吉則君の殺害を受け入れたという。 




























表 3 名詞修飾の有無と「-たい」によるサニ構文・一語化構文 
名詞修飾 なし あり 合計 
サニ構文 30 69 99 
一語化構文 313 186 499 
合計 343 255 598 







（9）  a.  [修飾語 [名詞]]（例：モネの絵，美しい絵） 
b.  [修飾語 [修飾語 [名詞]]]（例：モネの美しい絵） 
 
 次の表 4 は名詞修飾の階層性が「-たい」によるサニ構文の出現率に影響
することを示している。「二階層以上」の名詞修飾があると，「一階層」の名
詞修飾よりサニ構文の出現率が高くなる（約 3 倍）。用例数を見ると，一語
                        
6 ここでは，「それ（を）聞きたさに」のような指示代名詞の用例はデータから外して分析する
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（『朝日』1987 年 11 月 16 日，朝刊） 
（11） a.  まな弟子のウイニングランを見たさに，小出監督は，最後のポイ 
ントからゴールまで，車の使えない十一キロを走った。 
（『産経』1997 年 8 月 10 日，東京朝刊） 
b.  耳を圧する轟音を聞きたさに，どの子も広場に走ったものだ。 
（『朝日』2004 年 4 月 26 日，夕刊） 
c.  大坂の遊里新町で一，二を争う売れっ子の夕霧太夫は，恋しい伊
左衛門に会いたさに，いそいそとやってくる。 
（『朝日』1998 年 3 月 28 日，朝刊，福岡） 
d.  本尊の阿弥陀如来像（重要文化財）の前で頭を垂れる参拝者に，
                        
8 合計 230 例の「一階層」の名詞修飾は，分析に当たって，「名詞」（115 例），「動詞・節」（68
例），「形容詞・形容動詞」（9 例），「限定詞」（38 例）の 4 種類のタイプに区別した（例えば，




場合は 22％，「限定詞」の場合は 18％）。 
名詞修飾の階層 一階層 二階層以上 
サニ構文 52 17 
一語化構文 178 8 
格標示率（％） 23 68 




（『毎日』1996 年 5 月 13 日，地方版／奈良） 
（12） 胸にしまっている思い出の曲を聴きたさに差し出す手や声に力が入
った。 
（『毎日』2000 年 5 月 13 日，中部夕刊） 
（13） 義経会いたさに，無理に無理を重ねてここまで来たものの，とうと
う倒れてしまう。 
（『朝日』2000 年 5 月 25 日，朝刊，岩手 2） 
（14） a.  9 月上旬，シロは恋人の顔見たさに縄を外し，座間味島へ脱走し 
たが，マリリンはその１週間前，事故で死んでいた。 
（『朝日』1987 年 10 月 13 日，朝刊） 
b.  古い車両がのどかな田園地帯を走る姿見たさに，カメラ片手にや
ってくる鉄道ファンが多かった。 
（『読売』2001 年 9 月 28 日，中部朝刊） 
c.  白いアスパラガス食べたさに，フランスへ飛ぶ。 
（『朝日』1988 年 9 月 13 日，朝刊） 
d.  雪のトンネル。今振り返ると，あのトンネル見たさに，除雪作業
に励んでいたような気がする。 
（『読売』2006 年 1 月 22 日，東京朝刊） 
（15） これまで相撲を自分から進んで見たことも無かったが，高見盛関の
あの気合見たさに，夕方になると落ち着かなかった。 
（『朝日』2003 年 5 月 30 日，朝刊，東京 2） 
 
4.2.3 指示代名詞と格標示率 




（16） a.  「舞台は見たことがなかったが，“王将”という作品にほれ込み， 
これがやりたさに新国劇に入った」とは，緒形に取材して聞いた
ことである。 
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（『産経』1993 年 10 月 27 日，東京朝刊） 
b.  まん丸い目をした肇さんのはんなりとした大阪弁。大概は自慢話
だが，それを聞きたさに通う客もいる。 










るかに多い（約 5 倍）。 
 













                        
9 指示代名詞のデータ（23 例）は「これ」（4 例），「それ」（19 例）によるものであり，サニ構
文のデータ（19 例）の格標示の種類はガ格（2 例），ヲ格（17 例）である。 
 サニ構文 一語化構文 格標示率（％） 
用例数 19 4 83 
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（17a）のような補文構造と（17b）のような単文構造という二つの異なっ
た統語構造を持つとされている（田村 1969，久野 1973 など）。 
 
（17） a.  [[映画を見][たい]] 
b.  [映画が[見たい]] 







る（収集したデータにおいて「-てほしい」が使われた 3 例のうち 2 例がサ
ニ構文で出現）。 
 
（18） a.  今回の事件のあった豊中市の府道大阪池田線の上津島交差点付近 
のほか，岸和田市の国道 26 号，高槻市の国道 171 号，北区のナ
ビオ阪急付近などにそうした期待族が多く，暴走を見てほしさに，
近隣県などからも暴走族が集まる傾向にあるという。 
（『毎日』1995 年 6 月 19 日，地方版／大阪） 
b.  また，シンナーやめてほしさに，親が子どもの職探しをしたり，
物を買い与えるのは論外とされている。 







                        
10 「-難い」「-易い」は「-たい」と同様に補文構造を持つとされるが（井上 1976：137-150 な
ど），実例の確認ができなかったため言及しない。 
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5.2 出現環境Ⅱ 





（例：「子供が欲しさに連れ出した」『産経』1993 年 6 月 5 日，大阪夕刊）
と「-たい」（ガ格をとるもの）によるサニ構文の 7 例（例：「子どもの喜ぶ
















                        
11 全体の 13 例の内訳は，「欲しい」によるものが 8 例，ガ格をとる「-たい」によるものが 5
例であり，名詞修飾がある 8 例の内訳は，「欲しい」によるものが 4 例，ガ格をとる「-たい」
によるものが 4 例である。 
12 単文構造を持つ形容詞によるサニ構文において，名詞修飾がある場合の用例が多いという結
果には，元のデータの特徴が反映していないことを注意しておく。「欲しい」と「-たい」のデ
ータにおいては，名詞修飾がある用例は 4168 例中 1761 例（42％）を占めるに過ぎない（指
示代名詞をとる用例は除いて集計）。よって，名詞修飾があることがサニ構文の多さにつなが
っていると考えられる。全体の 4168 例の内訳は，「欲しい」によるものが 3567 例，「-たい」
によるものが 601 例である。名詞修飾がある 1761 例の内訳は，「欲しい」によるものが 1503
例，「-たい」によるものが 258 例である。 
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「欲しい」が使われた場合においては，「欲しい」によるもののみに 7 例の
指示代名詞をとる用例がある（指示代名詞の用例 2 例の「これ」と 5 例の

























（19） a.  [金が欲し][さ] 
b.  [金欲しさ] 
 
以上のような一語化のプロセスを想定すると，三つの出現環境がサニ構文





















（20） a.  [金が欲し]さに 
b.  [[映画を見][た]]さに 

























（21） a.  大納会は，仕事始めの大発会のような華やかさはないものの，東 
証立会場での威勢の良い三本締めは，東京の年の瀬風景の一つで，
これを見たさに，証券取引所を訪れる人も多い。 










約（出現環境Ⅲにおいて）の 2 種類の関与があるとまとめられる。 




















（22） a.  あなたにほめられたさにそんなことをするのです 











（23） a.  3 グループの犯行は計 65 件，被害は損壊額を含め計約 530 万円 
に上っている。いずれも飲食費や遊ぶ金が欲しさの犯行といい，
全員が容疑を認めている。 
（『毎日』2002 年 8 月 3 日，地方版／香川） 
b.  樽ころさんは本当の酒好きが多い。炊き立てのあつあつの御飯に
お酒をかけて，お茶 （酒）漬けをする。こんなおいしいものはな




（『朝日』1997 年 1 月 26 日，朝刊） 
c.  中国に残した娘に会いたさの狂言とわかり，両親らが逮捕されて
裁判中 だ。 















































































































































（2）  a.  逆述語タイプ：美しい花！ 
b.  「（～の）－こと」タイプ：（この花の）美しいこと！ 
c.  「～の－さ」タイプ：この花の美しさ！彼の演奏のこの優雅さ！ 
d.  形容詞語幹・形容動詞語幹タイプ：熱（あつ）！きれい！ 




























（3）  a.  ［CP．．．［TP．．．［NegP．．．［SC．．．］］］］ 





（4）  a.  Neg（否定辞）の欠如：否定化を許さない 
b.  T（時制辞）の欠如：①終助詞の付加を許さない，②「主語」を
導入できても，その「主語」に主格（ガ格）を付与できない 














































（『朝日』2010 年 6 月 24 日，朝刊，オピニオン 2） 
 













（6）  a.  （ハンバーガーを食べて）「うまっ…」「コレうまっ…」 
『ハカセ』 






























（7）  私はお酒は飲まないのですが，主人が「これうまっ うまっ！」と
言って休日あわせて 2 日で，2 本（筆者注：サントリーの「－196℃




















                        
間）うまっ！」），瞬時に発話すれば不自然になると考えられる。 









えられる7。両者の違いを，同じビールの CM の（8a, b）によって例示する。 
 







































（9）  a.  （冷蔵庫を開けた直後）「臭っ！」 
（エステー「脱臭炭」の CM） 
b.  （パソコンを使って）「速っ！」 
（イー・モバイル「LTE」の CM，板野友美） 
c.  （駐屯地パンノニアの古い浴場につかって）寒っ！！ 
『テルマエ』 






（日本テレビ『24 時間テレビ』「ダーツの旅」，2012 年 8 月 25 日放送） 
c.  田村さんは，黒い液体の入った 500ミリリットルのペットボトル
を配った。「うわ，くさっ」。ふたを開けた子どもたちが鼻をつま
んだ。中身は液肥。 
（『朝日』2008 年 6 月 15 日，朝刊，教育 1） 
 
これに対して主語的共起要素を伴う形容詞語幹型感動文は，発話に聞き手















c.  「スカート長っ！暑苦しい！」。尾形さんは昨年 5 月ごろ，下校
中の電車の中で，短いスカートの見知らぬ女子高生に言われた。 

































（12） a.  「この落花生，でかっ！」 
（読売テレビ『秘密のケンミン SHOW』 






















































































































（15） a.  出会いが欲しっ。それもケ・ン・チ・ク・カと――。メディアへ 
の露出激増で，身近になった建築家。自宅の設計を任せたい方も
少なくないことでしょう。なんせ一生の買い物，肝心なのは出会
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いです。 





c.  あ～ハワイ行きたいなぁ あの匂いとゆるさが恋しっ 
（http://ameblo.jp/1209-0829/entry-11749083769.html） 




e.  酒，お酒が，飲みたっ，，。 
（http://ameblo.jp/gon---blo/entry-11398356867.html） 












d.  朝 9：00 頃起きて来た娘が急に『マック（筆者注：マクドナルド
のハンバーガー）食いたっ』と言いだし… 
（http://ameblo.jp/703-7-11/entry-11533856092.html） 
e.  しかし，蒸しますな。。。ビール飲みたっっ!!てなことで またで
す。 
（http://chum2011.com/2012/06/24/12475/） 
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（18） a.  属性形容詞語幹型 
［Nominalization 属性形容詞語幹］ 
（［NP「感動の対象16」］）［NP属性形容詞語幹［＋声門閉鎖］  
b.  感情形容詞語幹型 
［Nominalization 対象名詞句［＋主格］ 感情形容詞語幹］ 
①ガ格標示有 
［NP対象名詞句ガ 感情形容詞語幹［＋声門閉鎖］  
②ガ格標示無 


















（19） a.  3 グループの犯行は計 65 件，被害は損壊額を含め計約 530 万円 






































































































                        
19 属性形容詞語幹型においてガ格が現れる実例もある（立ち話に興じる飼い主の足元で退屈そ
うな 2 匹に目がとまる。「お前の母ちゃん，話が長っ！」「君のママこそ昨日と同じ話してんじ
























（22） a.  男は，酒代が欲しさに強盗をはたらいた。 













                        
とるということに感情形容詞の本質があるように思われる。感情形容詞と対象名詞句の関係に
ついては，本研究のまとめで示す。 
21 第 4 章では，新聞を主としたデータベースを用いた調査によって，サニ構文を構成するのは
「-たい」にほぼ限られること，（22b）のような格助詞の現れない形式が基本的であることを
示した。 













                            
      ヲ格型        ヲ格をとる感情形容詞 
       （～ヲ憎む）     （～ガ「-たい」） 
                  （～ガ好きだ／嫌いだ） 
                  （～ガ欲しい） 
                  （～ガ恋しい） 
       
他動性   両用型（～ヲ喜ぶ）   （～ガかわいい） 
高                            低 
      両用型（～ニ喜ぶ）   （～ガじれったい） 
 
        ニ格誘因型     （～ガわびしい） 
         （～ニ）困る 
                  （～ガうれしい） 
      ニ格対象型 
       （～ニ）飽きる   一般的な感情形容詞 
                             
コト性 
 





















































とのは 第 5 集』96-101．和泉書院． 
大鹿薫久（1989）「感動文の構造（承前）―句と文についての把握―」『國語國文学 
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